


































































































（ДВП, Т.18, стр.590. 622.）
９　ボゴモロフ大使より外務人民委員部宛電報（1935年12月19日）、「ソ連外交文書選譯」第224－
225頁。（ДВП, Т.18, стр.599－600.）















































































































































20　有吉大使より廣田外務大臣宛電報第 1162 号（1935 年 12 月 28 日）、 外務省外交史料館所蔵、
A.1.1.0.10。
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た、翌日、蔣介石は、「ソ連の外交が卑怯であり、田舎のならず者と変わらない」42と非難
した。７日、蔣介石はソ連に抗議することを国民政府外交部に命令するとともに、「宋（哲
元）に河北と察哈爾の交渉権を与え、日本をソ連に専念できるようにさせる」という構想
を日記に綴った43。同日、外交部長の張群は須磨弥吉郎南京総領事と会談し、中国は独自
でソ連に抵抗できないため、日本と軍事同盟を結ぶことを望むと表明した44。そして、４
月８日、蔣介石は李融清すなわち陳立夫に、「我が国が法的立場によりソ蒙議定書に抗議
した」と伝えたうえ、「即時帰国」を命令した45。
　他方、日本にとっては、駐ソ大使館付武官の観点を借りて言えば、ソ蒙相互援助議定書
は既成事実に対する合理化に過ぎず、新しい意味は全くなかったが、「本協定ノ発表ハ対
外的殊ニ支那ニ対シ理論的ニ幾多ノ弱点有スルコト政府新聞ノ社説ニ観ルモ明ニシテ　今
ヤソ連邦従来ノ言動カ悉ク虚偽ナリシコトヲ指摘シテ大イニ其不信ヲ中外ニ宣伝スルノ好
機ナリト認ム」46。明らかに、ソ蒙相互援助議定書が招来した中ソ関係のさらなる悪化お
よびそれに伴う国民政府の日本への接近の動きは、日本にとっては願ってもないことであ
る。換言すると、日本は、真実性に疑いがある何鍵の密告のために、中国に強硬に対応す
る必要がいっそうなくなったのである。
おわりに
　本稿の考察によって、筆者が目的とした二つの歴史の謎解きが達成できたと思われる
が、結びとして、さらに二点を強調しておきたい。
　第一に、訪ソを中止させた要因について、陳立夫は秘密の漏洩を唯一の理由にし、学
界もこれまで陳の説に異議を示していなかった。しかし、本稿の論述により、秘密の漏
洩は訪ソ中止をもたらした一因に過ぎず、1936年１月以後の中ソ関係の悪化、２月の二・
二六事件による蔣介石の対日誤判、３月の「ソ蒙相互援助議定書」の衝撃など、他の要因
もあったことが立証されている。換言すると、訪ソの中止に対して、さらに、中国要人の
密告をめぐる日本側の対応に対して、我々は当時の日中ソ関係の複雑性とそれに伴う歴史
の多面性に十分に注目しなければならないのである。
　第二に、「ソ蒙相互援助議定書」衝撃下の中国の対日接近に示されたとおり、時代の複
雑性と多面性により、日本の華北分離工作以降においても、蔣介石と国民政府の対日、対
ソ政策は変動しており、したがって、日中ソ関係にはまだ多様な可能性があったのである。
42　「蔣介石日記」1936年４月３日。
43　「蔣介石日記」1936年４月７日。
44　須磨弥吉郎「支那最近ノ決意振リト露支関係ノ再吟味」（1936年４月27日）、外務省外交史料館
所藏、A.1.1.0.10。
45　蔣介石致程天放轉李融清（1936年４月８日）、台北、国史館所蔵、002-020200-00032-058。
46　駐ソ大使館武官より参謀次長宛電報（1936年４月10日）外務省外交史料館所蔵、A.2.2.0 C/R1-3。
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だが、中国要人の密告に対する日本側の柔軟な対応は内部の様々な対中観の暫定的な妥協
に過ぎず、その後、日本は対中認識の乖離を克服するどころか、先入観と固定観念に囚わ
れて、蔣介石不信と国民政府敵視の下で中国を最終的に連ソ抗日の道に行かせた。これに
ついては別稿で考察を続けていきたい。
〔謝辞〕本稿は科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）（課題番号15K03290）に
よる研究成果の一部である。
（LU Xijun）

